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書籍名 ： A121（セルロースナノファイバーの実用化技術）
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セルロースナノファイバーの実用化技術

第1章　セルロースナノファイバーの製造技術
　第1節　ウォータージェット法によるナノセルロース製造プラント
　第2節　水中対向衝突(ACC)型ナノセルロースの構造と機能
　第3節　酢酸菌によるナノフィブリル化バクテリアセルロース(NFBC)の大量生産
　第4節　木質バイオマスからのセルロースナノファイバー製造
　第5節　乾燥パルプのアルカリ解繊とその再生

第2章　セルロースナノファイバーの表面処理・修飾
　第1節　湿式粉砕によるセルロースナノファイバーの加工および表面処理などの応用
　第2節　高分子結晶によるセルロースナノファイバーの被覆と複合体への応用

第3章　セルロースナノファイバーの樹脂との複合技術
　第1節　セルロースの表面修飾による分散安定化とナノコンポジット材料の創製
　第2節　高分子分散剤によるCNF複合材料の高性能化
　第3節　リグノセルロースナノファイバーの製造と複合材料
　第4節　変性セルロースナノファイバー強化エンジニアリングプラスチック
　第5節　染色セルロースナノファイバーによる熱可塑性樹脂複合材料の作製
　第6節　変性セルロースナノファイバー強化エポキシ樹脂

第4章　セルロースナノファイバーの製品利用
　第1節　セルロースシングルナノファイバーの増粘・ゲル化剤への応用

　第2節　セルロースナノファイバー/超高分子量ポリエチレン複合材料を用　　　　　
いたリチウムイオン電池用セパレータ製造プロセスの開発
　第3節　製紙用パルプを用いた低熱膨張透明フィルムの開発
　第4節　分散化・界面制御によるセルロースナノファイバー強化ゴム材料の作製

第5章　セルロースナノファイバーの動向
　第1節　セルロースナノファイバーの開発動向と市場の展望
　　1.　セルロースナノファイバーの実用化に向けた開発が本格化
　　2.　CNF の特性と想定される用途　　3.　CNF の市場の展望
　第2節　セルロースナノファイバーの国際標準化動向
　　1.　ナノセルロースの形態　　2.　標準化ニーズ
　　3.　国際標準化動向　　　　 4.　新材料の規格化
　　5.　国際規格作成の進め方
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☆セルロースナノファイバ実用化に必要な技術、市場・用途展望、国際標準化を第一線の専門家が解説。　　　　


